
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
埼玉ワイズ 2018年 5月 埼玉クラブ定例会 

日時：2018年 5月 28日（月）18:00～20:30 

場所：浦和 小峰ビル１Ｆ 

司会：小林道明メン  

聖書：衣笠輝夫メン 

・開会、点鐘    上松寛茂メン 

・聖書朗読と祈り：衣笠輝夫メン 

・ワイズ方針とワイズ歌  

・埼玉ワイズ上松寛茂会長あいさつ 

 ・来会者：立教学Ｙのみなさん 

 ・第７回オープンフォーラムＹ報告 

 ・東日本区大会（沼津）6/2（土）～3（日） 

 ・埼玉ＹＭＣＡより  小谷総主事 

 ・今後の日程確認 

 ・記念写真 
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〇ワイズの学び 

「EF＝Endowment Fund」 

国際ワイズの発展のための特別献金。個人・ク

ラブが記念すべき出来事・行事・慶事などの折、

寄付金を国際協会に送金し、積み立てる。「ゴ

ールデンブック」に記帳される。国際にはこの

基金の運営委員会があり、東日本区では国際交

流事業主任がその推進を担当する。 

「JEF＝JAPAN East Y‘S mens Fund」 

 東日本区ワイズ基金。東日本区ワイズ運動の

継続的奉仕活動を支えるため、個人・クラブが

2017－2018 年度 埼玉クラブ 

（会員総数 ７名） 

会長：上松寛茂／副会長：衣笠輝夫／会計：小林道明／書記：水無瀬隆

造／ブリテン：水無瀬・上松／ＥＭＣ：上松寛茂／ファンド：小峰理孝 

三浦雄二 ／担当主事：小谷全人 

４月定例会 

 6 名 

ﾆｺﾆｺ 

6,000 円 

備   考 

 

ゲスト    3 名 

      計 ９名 

 

 

 

 

 
 

2017-2018期ワイズメンズ クラブ国際協会 東日本区 

 
 

ブリテン５月号   強調月間：ＥＦ／ＪＥＦ 

・国際会長      Henry Grindheim 

主題：        Friendship across the borders 

（国境なき友情） 

アジア会長    Tung Ming Hsiao 

主題：       Respect Y’s Movement 

（ワイズ運動を尊重しよう） 

東日本区理事   栗本治郎 

主題：        広げよう ワイズの仲間 

関東東部部部長 長尾昌男 

 主題：義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう 

埼玉クラブ会長 上松寛茂 

スローガン：    着実に前進を 

・YMCA を軸に世界的視野に立った歩みをしていこう 

・YMCA へのさらなる貢献策を探ろう 

・CS 活動に知恵を出し、メンバーも増やして新たな発展をしよう 

 

 

 

 

 

５月聖句 
コリントの信徒への手紙一 １５：１０a 

「神の恵みによって今日のわたしがあるのです」 
高校生の頃、東京ＹＭＣＡ山中キャンプで初めて 

知った聖句で、英語表現が面白かったので今でも覚

えています。「By The Grace of God、I am What I 
am」です。１５章はパウロがコリントの教会にあて、

イエス・キリストの復活を丁寧に伝えている箇所で

す。そのイエスキリストが復活されたという計り知

れない恵みによって、「自分が自分とされる、本来の

自分を取り戻すことができる」と聖書は語っていま

す。                衣笠輝夫 
 
 

 
 

 



記念すべき出来事、行事、慶事などの時に捧げ

られる拠出金が基になっている。寄付者氏名と

理由を「奉仕帳」に記帳して永久保存される。 

 

〈5月 HAPPY BIRTHDAY〉 

〇今月の該当者はなし。 

 

【4月 23日（月）4月例会報告】 

 例会には立教大学 YMCA より栗原梨紗さん、小林佑

行さん、新井美帆さんの 3人のメンバーが出席、プロ

ジェクターを使った春休みの活動報告では、東日本大

震災の被災地の東北・熊本地震の支援活動について語

った。支援活動には立教大の 4 人に加え、中央大 Y2

人、清泉女子大 Y6 人が参加し、宮城県の松島では 10

㍍の津波被害を受けた香村旅館を訪問、津波被害を後

世に伝えるために旅館経営再開にこぎつけたという

被災した経営者の心意気を伝えた。2 日目の同石巻市

では、宮城ワイズメンとともに活動した。3 日目は児

童の多大な犠牲者を出した大川小学校を訪ね、語り部

から当時の被害状況を聞き、常に非常時に備える心構

えの大切さを後世に伝える必要性を学んだという。 

 震災から 7年が過ぎたが、一見復興したかのように

見えるが、被災住民は 2割しか戻らず、まだまだ支援

が必要とのことだった。 

 熊本地震被災地訪問（3 月 12 日～15 日）では、立

大 Y4人、中央大 Y、清泉 Y各 2人の計 8人が参加した。

現在、現地の対策本部は閉鎖、熊本 YMCA が独立支援

窓口となっている。既に被災から 2 年が経過したが、

仮設住宅で約 2万８千人が避難生活を強いられている。

住民たちの間には「やり場のない怒り」が渦巻き、支

援の継続性が必要との認識だと報告した。  

 立大 Y6人、清泉 Y2人の計 8人が参加したアジア学

院研修では、有機農業などを学ぶため、栃木県那須市

にある同学院に留学している東南アジア諸国を中心

とした学生と農場体験を英語によるやり取りでの発

表や、異文化交流などで貴重なひとときを過ごした体

験を語った。埼玉ワイズは今後、立教大 Yに例会への

誘いと、支援を検討したいと衣笠メンが発言した。 

8 月 6 日～12 日、「IYC」（韓国・麗水）には、立教

大 Y の新井さんをはじめ、計 6人が参加。6月 2日～3

日の東日本区大会で「IYC」参加者研修がある。 

このほか、今年の立教大の学 Yの新入会員の申し込

みは 90 人もいたとの報告には、埼玉ワイズも「頑張

らねば」と痛感した。 

 小谷総主事も久しぶりに出席、活気に満ちた例会と

なった。終了後、チキン亭で歓談のひとときを過ごし

た。 

出席者 9人〈上松、衣笠、小峰、小林、水無瀬各メン、

小谷総主事〉ゲストは（立大 Y の栗原さん、

小林さん、新井さんの 3人）＝水無瀬記 

 

《以降のワイズ・YMCA予定》 

〇5月 28日（月）5月定例会では、2018～2023年度の 

5年計画と 2023 年に埼玉 YMCA50 周年を迎える「50 

周年記念事業」を報告する予定 

〇6月 2日（土）～3日（日）第 21回「東日本区大会」 

 静岡県沼津市「プラザヴェルデ」会館。受付 13：30 

〇6月 25日（月）埼玉ワイズ定例会 

〇7月 14日（土）関東東部第 1回評議会 

〇7月 23日（月）埼玉ワイズ定例会 

〇8月 6日～12日、「IYC」（韓国・麗水） 

〇8月 27日（月）埼玉ワイズ定例会 

〇9月 7日（金）～9日（日）第 31回 YVLF（山中湖） 

〇9月 17日（敬老の日・月）「埼玉 Y会員大会」（所沢 

センター） 

〇9月 25日（月）埼玉ワイズ定例会 

〇9月 29日（土）関東東部部会 

       日本バプテスト浦和キリスト教会 

〇10月 23日（月）埼玉ワイズ定例会？ 

〇10月 23日（火）～25日（木）全日本 YMCA 大会 

（東山荘） 

〇11月 23日（文化の日・金）「埼玉 Yチャリティーラ 

ン（所沢航空公園） 

〇11月 27日（月）埼玉ワイズ定例会 

〇12月 15日（土）「埼玉 Yクリスマス祝会」（所沢セ 

ンター） 

〇12月？日（ ）埼玉ワイズ歌声クリスマス祝会 

〇12月 25日（月）埼玉ワイズ定例会？ 

 

 

 

 

 

 



【写真による埼玉ワイズ活動】 

 

●埼玉ワイズ４月定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 4月 23日（月）18:00～ 

 

●埼玉ＹＭＣＡ ５月早天祈祷会 

 

2018年 5月１日（火） 7am～ 

 

●国際友好フェアー in  埼玉ＹＭＣＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 5月 4日（金） 

 

●埼玉ワイズ ＣＳ活動 

 心のふるさと移動歌声集会（草津・中沢ビレッジ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年５月 8日～9日（１泊２日） 

 

●第９３回心のふるさと歌声集会 

（埼玉ワイズ ＣＳ活動）於：埼玉ＹＭＣＡ浦和センター） 

 

 

 

 

 

 

 


